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●マシン画像
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●試合結果
　A予選一回戦

　敗者復活戦１　不戦勝
　敗者復活戦２

　敗者復活戦３　マシントラブルにより敗退

●概要

　基本的な形状で行くことにし、足は180度位相スライダクランクとした。アームは長射程を狙ってロッド型とし、上下に動くというふうにした。また、足の裏にはゴムシートをつけ、グリップ力を向上させた。機体全体を段プラでカバーすることで安全性を高めた。

●制作にあたって
　今回は設計を境野さんが、組み上げ等をその他が担当した。設計側と制作側のコンタクトが不十分だったため、イメージ図と実際の完成形がかなり違ってしまった。

　しかしその反面、真鍮棒4本で左半身と右半身を固定するという特徴的な構造ができた。この構造については様々な意見があったが結果として破損することはなかった。それよりも重大な問題としてのしかかったのが胴体のねじれである。アーム用モーター等を固定しているアルミ板が、物を持ち上げるときにねじれてしまい、ついには歯車のかみ合わせに悪影響を及ぼしてしまったのである。これを解決するためにあらゆるところに“突っ張り棒”を仕込み、無理やりねじれを抑え込んだ。
　アームに関しては、当初の設計ではリーチが短すぎるということで急遽設計を変更して作ったこともあって、強度的問題なども出た。が、実際の試合では特に折れることもなく立派な働きをしてくれた。また、稼働速度が異様にはやく、その可動範囲故から操縦難が指摘され、ギアボックスを300:1にしてようやく安定とパワーを得た。
　電装系の配置にはとても苦労した。まず内部スペースのなさが問題となり、さらに機体外部に取り付けることもできなかった。結局限られた内部スペースにねじやテープを使っての固定となり、最終試合でこれが悪影響することとなってしまった。また、上面はカバーで覆えたからいいものの、下面には何もつけなかったため段差等でこすれそうになったこともしばしばあった。

●反省・その他

手島：今回はロボットの完成イメージ図制作と、ロボット本体の制作、アームの設計に携わった。初めて使う道具だったとはいえ、フライスやバンドソーでの加工は今一つの出来だった。クランク部分の製作ではかなりのゆがみが生じ、再制作を余儀なくされることもあった。また、無茶な操作をして軽傷を負うこともあった。そして今回の反省点の一つである、チームメンバーのコンタクトの不十分さは、リーダーだった自分の怠慢さが大きな原因であると考えている。次回はこれらの反省点を踏まえ、作業効率等の向上に努めたい。とはいえ、当日までに出来上がり、かつちゃんと戦えたことは素晴らしかった。
松方：今回はロボットの足の設計を担当したが、初めての経験で勝手がわからなかったこともあってか足が必要以上に大型化してしまった。その分足回りの構造も大型化してしまったため電装系に当てるスペースが減ってしまった。来年のマシン設計でこの反省点を生かせるようにしたい。実際出来上がった足は特に破損も滑りの悪さもなく順調に動いてくれたので、その点は評価できるものだった。
福原：主に操縦を担当。幸いだったのは、マシンが完成した後、操縦練習の時間を十分に確保できたことである。このマシンは、足回りは必要十分な性能だったが、アームの操作性に難があり、部内戦において、操作に慣れないうちは自滅を招くこともあった。
しかし、敗者復活第二戦において勝利できたのは、マシンの相性もあるが、操作を落ち着いて行い、性能を生かすことができた結果だと思う。ただ、その次の試合で電装系が引っ掛かって負けたのは残念である。
兎に角、操縦に慣れる時間が十分にあったこと、そして十分戦えるマシンができたことは評価できると思う。
境野：本体設計を担当。今回の設計で一番のミスは、ねじの大量使用と構造の複雑さのせいで整備が非常にめんどうになってしまったことである。ねじが緩んでも狭い、遠い、数が多いの三つ巴状態ですぐに修理することができなかった。実際、大会当日では目立った故障もなく修理が間に合わないという状況は避けられたが、もろもろの設計ミスも含め、肝に銘じたいと思う。また、アームの設計も本体とともに行ったが、本体の設計に時間をかけすぎたため、当初はリーチが短すぎるアームとなってしまった。

　全体の反省は今回、かわさきという大会にじっくり時間をかけられなかったことである。次の大会ではもっと早くから準備を始め、丁寧に製作していきたいと思う。
